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第 1 章

Cisco Enterprise NFVISについて

Cisco Enterprise Network Function Virtualization Infrastructure Software（Cisco Enterprise NFVIS）
は、サービスプロバイダーや企業がネットワークサービスを設計、導入、管理できるように設

計された、Linuxベースのインフラストラクチャソフトウェアです。Cisco Enterprise NFVIS
は、サポートされているシスコのデバイスに、仮想ルータ、ファイアウォール、WANアクセ
ラレータなどの仮想ネットワーク機能を動的に展開するのに役立ちます。このような VNFの
仮想化展開は、デバイスの統合にもつながります。個別のデバイスは必要なくなるのです。自

動化されたプロビジョニングと中央管理により、コストのかかるトラックロールも不要になり

ます。

Cisco Enterprise NFVISは、Cisco Enterprise Network Function Virtualization（ENFV）ソリューショ
ンに Linuxベースの仮想化レイヤを提供します。

Cisco ENFVソリューションの概要

CiscoENFVソリューションによって、重要なネットワーク機能をソフトウェアに変換し、ネッ
トワークサービスをさまざまな場所に数分で展開することができます。このソリューションは

次のような主要コンポーネントを備えており、仮想と物理の両方のデバイスによる多様なネッ

トワークの上部で実行できる、完全に統合されたプラットフォームを実現します。

• Cisco Enterprise NFVIS

• VNF

•ユニファイドコンピューティングシステム（UCS）およびエンタープライズネットワー
クコンピューティングシステム（ENCS）のハードウェアプラットフォーム

• Digital Network Architecture Center

• Cisco Enterprise NFVISの利点（2ページ）
•サポートされているハードウェアプラットフォーム（2ページ）
•サポート対象の VM（4ページ）
• Cisco Enterprise NFVISで実行できる主なタスク（4ページ）
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Cisco Enterprise NFVISの利点
•複数の物理ネットワークアプライアンスを、複数の仮想ネットワーク機能を実行する単一
のサーバーに統合。

•サービスを迅速かつタイムリーに展開。

•クラウドベースの VMライフサイクル管理とプロビジョニング。

•プラットフォーム上で VMを動的に展開およびチェーン化するためのライフサイクル管
理。

•プログラム可能な API。

サポートされているハードウェアプラットフォーム
要件に応じて、次のシスコハードウェアプラットフォームに Cisco Enterprise NFVISをインス
トールできます。

• Cisco5100シリーズエンタープライズネットワークコンピューティングシステム（ENCS）

• Cisco5400シリーズエンタープライズネットワークコンピューティングシステム（ENCS）

• Cisco Catalyst 8200シリーズエッジユニバーサル CPE

• Cisco UCS C220 M4ラックサーバ

• Cisco UCS C220 M5ラックサーバー

• Cisco Cloud Services Platform 2100（CSP 2100）

• CiscoCloudServices Platform5228（CSP-5228）、5436（CSP-5436）、および 5444（CSP-5444
ベータ版）

• UCS-E140S-M2/K9を搭載した Cisco ISR4331

• UCS-E160D-M2/K9を搭載した Cisco ISR4351

• UCS-E180D-M2/K9を搭載した Cisco ISR4451-X

• Cisco UCS-E160S-M3/K9サーバー

• Cisco UCS-E180D-M3/K9

• Cisco UCS-E1120D-M3/K9

Cisco ENCS

Cisco 5100および 5400シリーズのエンタープライズネットワークコンピューティングシステ
ムは、ルーティング、スイッチング、ストレージ、処理、およびその他のコンピューティング

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Softwareスタートアップガイド
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やネットワーキングのアクティビティのホストを、小型の 1つのラックユニット（RU）ボッ
クス内に統合します。この高性能ユニットは、仮想化されたネットワーク機能を導入するため

のインフラストラクチャを提供し、処理、ワークロード、およびストレージに関する課題に対

処するサーバとして機能することで、この目標を実現します。

Cisco Catalyst 8200シリーズエッジユニバーサル CPE

CiscoCatalyst 8200 Edge uCPEは、中小規模の仮想化ブランチ向けに、ルーティング、スイッチ
ング、アプリケーションホスティングをコンパクトな1ラックユニットデバイスに統合した次
世代のシスコエンタープライズネットワークコンピューティングシステム 5100シリーズで
す。これらのプラットフォームは、Cisco NFVISハイパーバイザソフトウェアを搭載した同じ
ハードウェアプラットフォーム上で、仮想化されたネットワーク機能やその他のアプリケー

ションを仮想マシンとして実行できるように設計されています。これらのデバイスは、より多

くのWANポートを備えた IPSec暗号化トラフィック用の HWアクセラレーションを搭載した
8コア x86 CPUです。ブランチ用に異なるWAN、LAN、および LTE/5Gモジュールを選択す
るための NIMスロットと PIMスロットがあります。

Cisco UCS C220 M4/M5ラックサーバー

Cisco UCS C220 M4ラックサーバーは、高密度の汎用企業インフラストラクチャおよびアプリ
ケーションサーバーであり、仮想化、コラボレーション、ベアメタルアプリケーションなど、

企業の幅広いワークロードに世界クラスのパフォーマンスをもたらします。

Cisco CSP 2100-X1、5228、5436および 5444（ベータ版）

Cisco Cloud Services Platformは、データセンターのネットワーク機能を仮想化するためのソフ
トウェアおよびハードウェアプラットフォームです。このオープンなカーネル仮想マシン

（KVM）プラットフォームは、ネットワーク仮想サービスをホストするように設計されてい
ます。Cisco Cloud Services Platformデバイスを使用すると、ネットワーク、セキュリティ、お
よびロードバランサのチームが、シスコまたはサードパーティのネットワーク仮想サービスを

迅速に展開できます。

CSP 5000シリーズデバイスは ixgbeドライバをサポートしています。（注）

CSPプラットフォームが NFVISを実行している場合、返品許可（RMA）はサポートされませ
ん。

注意

Cisco UCS Eシリーズサーバモジュール

Cisco UCS Eシリーズサーバ（Eシリーズサーバ）は、Cisco UCS Expressサーバの次世代製品
です。Eシリーズサーバーは、サイズ、重量、電源効率の点で優れたブレードサーバーファミ
リであり、第 2世代のシスコサービス統合型ルータ（ISRG2）、およびCisco 4400、Cisco 4300
シリーズのサービス統合型ルータに格納されています。これらのサーバーは、オペレーティン

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Softwareスタートアップガイド
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グシステム（MicrosoftWindowsやLinuxなど）上でベアメタルとして、あるいはハイパーバイ
ザ上で仮想マシンとして導入される分散拠点アプリケーション向けの汎用コンピューティング

プラットフォームを提供します。

サポート対象の VM
Cisco Enterprise NFVISは現在、次の Cisco VMおよび他社製 VMをサポートしています。

• Cisco Catalyst 8000V Edgeソフトウェア

•シスコサービス統合型仮想（ISRv）

• Cisco適応型セキュリティ仮想アプライアンス（ASAv）

•『Cisco Virtual Wide Area Application Services (vWAAS)』

• Linux Server VM

• Windows Server 2012 VM

• Cisco Firepower Next-Generation Firewall Virtual (NGFWv)

• Cisco vEdge

• Cisco XE SD-WAN

• Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラ

• ThousandEyes

• Fortinet

• Palo Alto

• CTERA

• InfoVista

Cisco Enterprise NFVISで実行できる主なタスク
• VMイメージの登録と展開の実行

•新しいネットワークとブリッジの作成、およびブリッジへのポートの割り当て

• VMのサービスチェーン化の実行

• VM操作の実行

• CPU、ポート、メモリ、ディスク統計などのシステム情報の確認

• UCS-Eバックプレーンインターフェイスを除く、すべてのプラットフォームのすべての
インターフェイスでの SR-IOVサポート

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Softwareスタートアップガイド
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これらのタスクを実行するためのAPIについては、『APIReference forCiscoEnterpriseNFVIS』
で説明されています。

NFVISは、すべての設定が YANGモデルを通じて公開されるため、Netconfインターフェイ
ス、REST API、およびコマンドラインインターフェイスを介して設定できます。

Cisco Enterprise NFVISコマンドラインインターフェイスから、SSHクライアントを使用して
別のサーバーおよび VMにリモート接続できます。

（注）

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Softwareスタートアップガイド
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第 2 章

Cisco Enterprise NFVISのセットアップ

この章では、エンタープライズネットワークコンピューティングシステム（ENCS）5400シ
リーズのプラットフォームデバイスを開梱し、WAN経由でリモートアクセスできるように設
定する方法について説明します。ルータVNF（仮想ネットワーク機能）インスタンスをプロビ
ジョニングし、LANからWANへのトラフィックフローを有効にするよう設定します。

この章では、初期設定のセットアップについて次の導入例を取り上げます。

•コンソールシリアルケーブルを使用したセットアップ

•イーサネットケーブルを使用したセットアップ

60分でセットアップ全体を完了することができます。

• ENCS 5400プラットフォームデバイスの概要（7ページ）
•インストールの前提条件（8ページ）
• ENCS 5400シリーズのコンポーネント（8ページ）
• ENCS 5400の開梱とケーブル接続（10ページ）
• ENCS 5400プラットフォームへの NFVISのインストール（12ページ）

ENCS 5400プラットフォームデバイスの概要
シスコエンタープライズネットワークコンピューティングシステム（ENCS）5000シリーズ
は、仮想化されたソフトウェア定義型ブランチネットワークアーキテクチャ向けに設計され

たコンピューティングアプライアンスファミリです。ENCSは、従来のルータの機能と従来
のサーバーを組み合わせた小型のインフラストラクチャフットプリントを備えた、目的に特化

したハイブリッドプラットフォームです。ネットワークサービスや仮想ネットワーク機能

（VNF）を数分で展開できます。ENCSの機能の詳細やデータシートについては、「Cisco5000
シリーズエンタープライズネットワークコンピューティングシステム」を参照してくださ

い。

この章では、ENCS5400シリーズのデバイスとその主要コンポーネントについて説明します。
このシリーズには、次のモデルが含まれます。

• ENCS 5406

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Softwareスタートアップガイド
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• ENCS 5408

• ENCS 5412

インストールの前提条件
前提条件として、デバイスのセットアップを開始する前に、次のものが揃っていることを確認

してください。

• ENCS 5400デバイスとサポート電源ケーブル

• 1本のコンソールシリアルケーブル、または適切な長さの 2本のイーサネットケーブル

•シリアルポート接続をサポートするターミナルソフトウェアを搭載したWindowsまたは
Macのラップトップ

•管理を目的としてこのアドレスの LAN上の ENCSデバイスにアクセスするための 1つの
使用可能な LAN IPアドレス（10.29.43.84 ）。

• LAN上のENCSデバイスを管理するためのサブネットマスク（255.255.255.0）とゲー
トウェイ IPアドレス（10.29.43.1）。ご使用の環境については、ローカル LAN管理者
にお問い合わせください。

ENCS 5400シリーズのコンポーネント

ハードウェア

図 1 :ハードウェアポートのインストール

銅線または光ファイバWANポート
を介したNFVISおよびVNFの管理

NFVISとVNFサービスの間で共有
される物理ポート

2イーサネット管理ポート

VNFへのネットワークハイパーバイ
ザ（NFVIS）IP/仮想シリアルコン
ソールアクセスの管理

1
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CIMCシリアル接続

CIMCを介した NFVISへの CLIア
クセス

4CIMCイーサネット接続

CIMC-KVMを介したNFVISへのCLI
アクセス

3

図 2 : Cisco 5400 ENCSの前面パネル

統合LANポート：一部のモデルで
はオプションの PoEサポートを利
用可能

2電源オン/オフスイッチ1.

USBポート4VGAコネクタ3

CPUのイーサネット管理ポート6CPUのシリアルコンソールポート5

前面パネルのギガビットイーサ

ネットポートの LED
8前面パネルのギガビットイーサ

ネットポート

7

ドライブベイ 010ネットワークインターフェイスモ

ジュール（NIM）
9

CIMCのイーサネット管理ポート12ドライブベイ 111

CPUのシリアルコンソールポート13

Cisco IMC

Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）は、デバイス上でネイティブに実行されるアウ
トオブバンドの組み込み型管理サービスです。Cisco IMCコンソールには、シリアルコンソー
ルケーブルまたはイーサネットケーブルを通じてアクセスできます。Webユーザーインター
フェイス、コマンドラインインターフェイス（CLI）、XML APIなど、複数のインターフェ
イスをサポートしています。

Cisco IMCから、ファームウェアのアップグレード、BIOSのアップグレード、オペレーティン
グシステムのインストールとアップグレードなどを実行できます。詳細については、「CIMC
アクセス制御」を参照してください。

このガイドでは、Cisco IMCを使用せずに最小限のセットアップを完了させます。（注）
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NFVIS

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Software（NFVIS）は、ソフトウェア定義型ブ
ランチネットワーク仮想化展開用のオペレーティングシステムソフトウェアです。NFVISは、
すべての ENCSシリーズのデバイスのオペレーティングシステムです。NFVISは、オープン
ソースであるカーネルベースの仮想マシン（KVM）ハイパーバイザを基盤としています。

NFVISを使用すると、ルータ、ファイアウォールなどの1つ以上のネットワークサービスを、
単一のハードウェアプラットフォームで仮想ネットワーク機能（VNF）とも呼ばれる仮想マシ
ン（VM）として実行できます。

次の方法で NFVISにアクセスできます。

•シリアルコンソールケーブルを使用したシリアルコンソールポート

• Webベースの GUIコンソールにアクセスできる、専用の NFVIS管理イーサネットポート

• Cisco IMC

この章では、GUIコンソールを使用してENCSデバイスをセットアップする手順について説明
します。

NFVISの詳細については、「Enterprise NFV Infrastructure Software」を参照してください。

VNF

仮想ネットワーク機能（VNF）とは、仮想ルータ、仮想ファイアウォール、仮想ロードバラン
サなどの仮想化されたネットワークサービスについて述べるときに使用する総称です。VNFは
仮想マシン（VM）と同義です。

すべてのENCSデバイスには、シスコサービス統合型仮想ルータ（ISRv）の仮想アプライアン
スイメージファイルがプレインストールされています。この章では、このイメージファイル

を使用してルータ VNFインスタンスを作成し、LAN上のトラフィックをWANに流せるよう
に設定する方法を説明します。

ENCS 5400の開梱とケーブル接続

デバイスの開梱

デバイス、アクセサリキット、マニュアル、およびオプションの機器は、複数の箱で納品され

ることがあります。開梱するときは、納品書を確認し、リストのアイテムがすべて揃っている

ことを確認してください。

インストールする準備が完了してから製品を開梱します。これは、偶発的な損傷を防ぐためで

す。

ENCSデバイスを梱包箱から取り出し、箱の指示に従ってラックに取り付けます。
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ケーブル接続

電源ケーブルをデバイスに接続すると、デバイスの電源が自動的にオンになります。LANを
介してリモートで管理できるように、デバイスで NFVIS管理 IPアドレスを設定します。

下記を使用して、デバイスで NFVIS管理 IPアドレスを設定できます。

•シリアルコンソールケーブル：シリアルコンソールケーブルを使用してラップトップをデ
バイスのシリアルポートに接続し、NFVISIPアドレスを設定します。さらに、イーサネッ
トケーブルを使用してデバイス管理イーサネットポートをローカル管理ネットワークに接

続し、デバイスにリモートアクセスして詳細な設定を行います。

専用の管理イーサネットポートを介してデバイスにアクセスするには、シリアルコンソー

ルケーブルを使用してデバイス管理 IPアドレスを設定します。その後、インストール手
順用に設定されたデバイス管理 IPアドレスを使用して NFVISポータルにアクセスできま
す。

シリアルコンソールケーブルの一方の端を ENCSデバイスの CONSOLEというラベルの
付いたポートに接続し、もう一方の端をラップトップのシリアルポートまたは USBポー
トに接続します。

図 3 :シリアルコンソールケーブルの接続

•イーサネットケーブル：イーサネットケーブルを使用してラップトップをデバイスの管理
イーサネットポートに接続し、NFVIS IPアドレスを設定します。管理ネットワークを介
してデバイスをリモートで管理するには、管理ポートをローカル管理ネットワークに再接

続します。

イーサネットケーブルの一方の端をENCSデバイスのMGMT CPUポートに接続し、もう
一方の端をラップトップのイーサネットポートまたはローカルスイッチに接続します。
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図 4 :イーサネットケーブルの接続

ENCS 5400プラットフォームへの NFVISのインストール
ENCSデバイスを開梱してケーブル接続した後、次の手順を実行します。

1. LAN経由でデバイスにリモートアクセスするための NFVIS管理 IPアドレスを設定しま
す。

2. NFVIS Webベース GUIコンソールで Cisco ISRvルータを使用して VNFインスタンスを作
成します。

3. LANからWANへの接続を有効にするように ISRvルータを設定します。

4. LANからWANへの接続を検証します。

NFVISへのアクセス
1. NFVISへの最初のログインでは、デフォルトのユーザー名が adminで、デフォルトのパ
スワードが Admin123#です。

NFVIS Version: 3.12.3

Copyright (c) 2015-2020 by Cisco Systems, Inc.
Cisco, Cisco Systems, and Cisco Systems logo are registered trademarks of Cisco
Systems, Inc. and/or its affiliates in the U.S. and certain other countries.

The copyrights to certain works contained in this software are owned by other
third parties and used and distributed under third party license agreements.
Certain components of this software are licensed under the GNU GPL 2.0, GPL 3.0,
LGPL 2.1, LGPL 3.0 and AGPL 3.0.

2. 最初のログインの直後に、デフォルトのパスワードを変更するように求められます。他の
すべての操作は、デフォルトのパスワードが変更されるまでブロックされます。

パスワードは、以下の規則に従う必要があります。

•少なくとも 1つの大文字と 1つの小文字を含める必要があります。
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•少なくとも 1つの数字と 1つの特殊文字（# _ - * ?）を含める必要があります。

• 7文字以上にする必要があります。長さは 7〜 128文字にする必要があります。

3. パスワードを変更すると、nfvisプロンプトが表示されます。

4. NFVISにログインすると、NFVISバージョンに関する情報を確認できます。その後、新し
いバージョンのインストールやアップグレードを行うかどうかを決定できます。

デバイス管理 IPアドレスの設定
1. デバイス管理 IPアドレスを設定します。

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Softwareスタートアップガイド
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configure terminal
system settings mgmt ip address 10.29.43.84 255.255.255.0
bridges bridge wan-br no dhcp
bridges bridge wan2-br no dhcp
system settings default-gw 10.29.43.1
commit
end

2. これでデバイス管理 IPアドレスが 10.29.43.84に設定され、このアドレスで NFVISにリ
モートでアクセスできます。

3. show system settings-nativeコマンドを使用して設定を確認し、現在の値を表示します。

4. システムからログアウトするには、Exitと入力します。

NFVISポータルへのアクセス
NFVISポータルにアクセスするには、次の手順を実行します。

1. ラップトップをローカルのイーサネット管理ネットワークに接続します。Webブラウザの
アドレスバーに https://10.29.43.84と入力します。Google Chromeの使用をお勧めします。
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2. NFVISポータルにログインするためのユーザー名はadmin、パスワードは新しく生成した
パスワードです。デバイスのアクティビティの概要を示すNFVISダッシュボードが表示さ
れます。
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仮想ルータの作成と展開

工場出荷時の ENCS 5400デバイスに仮想ルータを展開するには、次の手順を実行します。

1. インターフェイスの左側にあるナビゲーションツリーから、[VMライフサイクル（VMLife
Cycle）] > [イメージリポジトリ（Image Repository）]を選択します。ここには、デバイス
にこれまでアップロードされたすべての画像が表示されます。

工場出荷時のENCS 5400デバイスの場合、[イメージ（Images）]で使用できるイメージは
isrv.tar.gzのみで、[プロファイル（Profiles）]には、isrv-mini、isrv-small、お
よびisrv-medium、または C8000V-mini、C8000V-small、および C8000V-medium
が表示されます。
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[イメージ（Images）]では、使用可能なイメージに関する情報を確認し、必要に応じて
アップグレードするためにそのバージョンのメモを取ることができます。イメージの

ACTIVE状態は、イメージが登録され、展開の準備ができていることを示します。

2. [VMライフサイクル（VM Life Cycle）] > [展開（Deploy）]を選択します。
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ページの上部に、さまざまな VNFのカタログを表示できます。ページの中央にあるデバ
イスのデフォルト設定には、LAN、WAN、およびWAN2ネットワークがあります。

3. LANおよびWAN接続でルータインスタンスを作成するには、[ルータ（ROUTER）]をク
リックし、ページの中央にドラッグします。WANへの接続を設定するには、ページの
[ルータ（ROUTER）]をクリックし、wan-net回線にドラッグします。

接続した回線を選択して詳細を表示します。[vNICの詳細（vNICdetails）]ペインで、イン
ターフェイス GigabitEthernet2がWAN（wan-net）に関連付けられていることを確
認できます。後でWANサブネットを設定するときに同じ名前を使用するため、このイン
ターフェイス名を記録します。
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LAN接続を設定するには、[ルータ（ROUTER）]を再度クリックし、今度は lan-net回
線にドラッグします。

接続した回線を選択して詳細を表示します。[vNICの詳細（vNICdetails）]ペインで、イン
ターフェイス GigabitEthernet3が LAN（lan-net）に関連付けられていることを確
認できます。後でローカルサブネットを設定するときに同じ名前を使用するため、このイ

ンターフェイス名を記録します。
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4. [ルータ（ROUTER）]をクリックし、VMの詳細を入力します。

Profile: isrv-small
SSH USERNAME: admin
SSH PASSWORD: time44Fun
Port Number: 22
External Port Range: 2001
Source Bridge: MGMT
Deployment Disk: datastore1(internal)

これらの値は、VMが 2つの CPU、4 GBのメモリ、および 8 GBのディスク容量を持つ
isrv-smallプロファイルを使用していることを示しています。[SSHユーザー名（SSH
USERNAME）]と [SSHパスワード（SSH PASSWORD）]で指定したログイン情報を使用
して、SSH経由でこのVMにリモートでログインできます。[ポート番号（Port Number）]
と [外部ポート範囲（External Port Range）]の値は、管理ネットワーク（ソースブリッジ
= MGMT）を介した VMへの SSH接続に必要であるため、管理ネットワーク IPアドレス
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のポート 2001を VMのポート番号 22にマッピングします。この VNFは、datastore1
（internal）という名前のデフォルトのデータストアに保存されます。

5. [展開（Deploy）]をクリックして VMを展開し、ページの右側で展開の進行状況を確認し
ます。展開が成功すると、ページの隅にポップアップメッセージが表示されます。

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Softwareスタートアップガイド
21

Cisco Enterprise NFVISのセットアップ

仮想ルータの作成と展開



6. ルータVNF起動の進行状況をモニターするには、[VMライフサイクル（VM Life Cycle）]
> [管理（Manage）]を選択します。

展開のステータスは、[VMステータスの概要（VM Status Overview）]に表示されます。
最新の状態を表示するには、[更新（Refresh）]をクリックします。

7. ルータ VNFの準備ができると、それに関連するすべてのデータを表示できます。
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これで、ISRvルータ VNFインスタンスの作成と展開が完了しました。

LANとWANの接続
仮想ルータの作成と展開が正常に完了したら、LANネットワークからWANへのトラフィック
フローを有効にするように仮想ルータを設定します。次の図は、仮想ルータを介した LANか
らWANへの接続を示しています。
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図 5 :仮想ルータを介した LANとWANの接続

ラップトップからWANへのトラフィックフローは、ENCSの物理 8ポート組み込みスイッチ
と OVS仮想スイッチ lan-netを通過します。ラップトップは、イーサネットケーブルで組み込
み 8ポートスイッチのポート GE1/0に接続されます。ラップトップの静的 IPアドレスは
10.0.0.3、ゲートウェイ IPアドレスは 10.0.0.1、サブネットマスクは 255.255.255.0
です。

デフォルトでは、GE1/0ポートはVLANタグ 1でアクセスモードに設定され、内部仮想 lan-net
OVSスイッチはトランクモードになり、仮想ルータはタグなしトラフィックを受け入れるよう
に設定されます。

ゲートウェイ IPアドレス 10.0.0.1は仮想ルータに設定されます。仮想ルータは、WANへ
の、およびWANからのフロートラフィックを可能にする外部WANポートに接続されます。
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ルータ VNFの展開中に、外部ポートと、wan-brや lan-brなど、システムへのアクセスを可能
にするために使用される同じブリッジを指す source-bridgeを設定する必要があります。これ
で、管理ネットワーク上のラップトップからこのルータ VNFに SSHできるようになります。
ログインするには、次の手順を実行します。

ssh admin@10.29.43.84:2001

VNFインスタンスの作成時に指定したものと同じパスワードを使用します。

time44Fun

ルータの LAN側インターフェイスを 10.0.0.1/24サブネットに設定します。

interface GigabitEthernet3
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0

ルータのWAN側を設定します。

interface GigabitEthernet2
ip address 172.16.1.10 255.255.255.0

デフォルトルートを設定します。

ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 172.16.1.1

これで、ラップトップからWAN上の任意の接続先に到達できるようになります。

これで、工場出荷時の ENCS 5400デバイスに仮想ルータが正常に展開されました。詳細設定
については、『Cisco Enterprise Network Function Virtualization Infrastructure Software Configuration
Guide』を参照してください。
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第 3 章

Cisco Enterprise NFVISのインストール

この章では、サポートされているハードウェアプラットフォームの Cisco IMCおよび USBを
使用して Cisco NFVISをインストールする方法について説明します。

• CIMCを介した NFVISのインストール（27ページ）
• USBを介した NFVISのインストール（39ページ）

CIMCを介した NFVISのインストール

ENCS 5400プラットフォームへの NFVISのインストール
ソフトウェアまたはハードウェア RAIDコントローラのセットアップは、Cisco ENCS 5400プ
ラットフォームデバイスではサポートされていません。NFVISはRAIDディスクグループにイ
ンストールされていません。ENCS 5400プラットフォームデバイスのRAIDディスクグループ
は、extdatastoreにのみ使用されます。

ステップ 1 CIMCにログインします。

ENCS 5400プラットフォームの推奨 CIMCバージョンは、3.2(7)以降です。

ステップ 2 KVMコンソールを起動するには、CIMCホームページから [KVMの起動（Launch KVM）]を選択します。

Javaまたは HTMLベースの KVMを選択できます。HTMLベースの KVMの使用をお勧めします。KVM
コンソールは別のウィンドウで開くため、ポップアップブロッカーが無効になっていることを確認します。

ステップ 3 KVMコンソールから仮想メディアをマッピングするには、次の手順を実行します。

a) ダウンロードしたファイルを安全にインストールできるかどうかを確認するには、ファイルのチェッ
クサムを比較してから使用する必要があります。チェックサムを確認することで、ネットワーク送信

中にファイルが破損したり、ダウンロード前にファイルが悪意のある第三者によって変更されたりし

ていないことを確認できます。詳細については、「仮想マシンのセキュリティ」を参照してください。

b) [仮想メディア（Virtual Media）]を選択し、[仮想デバイスのアクティブ化（Activate Virtual Devices）]
を選択します。

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Softwareスタートアップガイド
27

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/nfvis/config/nfvis-4/nfvis-config-guide-4/m-security-considerations.html#Cisco_Concept.dita_ea962dcb-2862-4422-88a7-380139144962:~:text=related%20to%20the%20registration%2C%20deployment


c) [仮想メディア（Virtual Media）]を再度選択し、[CD/DVDのマッピング（Map CD/DVD）]を選択し
ます。画面を参照し、Cisco Enterprise NFVIS ISOイメージを選択します。[ドライブを開いてマッピン
グする（Open and Map Drive）]をクリックしてイメージをマウントします。

d) [仮想メディア（Virtual Media）]を再度選択し、NFVIS ISOイメージが CD/DVDにマッピングされた
ことを確認します。

ステップ 4 起動順序を設定するには、次の手順を実行します。

a) [CIMCコンピューティング（CIMC Compute）]から、[BIOS]を選択します。

b) [起動順序の設定（Configure Boot Order）]を選択すると、[起動順序の設定（Configure Boot Order）]
ダイアログボックスが表示されます。

c) [CD/DVD]ページで、[Cisco vKVMにマッピングされたvDVD（Cisco vKVM-Mapped vDVD）]を選択
し、[追加（Add）]を選択します。

d) [HDD]から [RAIDアダプタ（RAID Adapter）]を選択し、[追加（Add）]をクリックします。

a) [Up]および [Down]オプションを使用して、起動の順序を設定します。Cisco vKVMにマッピングされ
た vDVDの起動順序を最初に選択する必要があります。[変更を保存（Save Changes）]をクリックし
て、起動順序の設定を完了します。

CIMCを介してUEFIの起動順序を設定する場合、サポートされるBIOSバージョンは 2.10以降
です。他の BIOSバージョンを使用する場合は、BIOSセットアップメニューで UEFI起動順序
を設定し、[BootOrderRules]を [Loose]に設定する必要があります。

（注）

UEFIの起動順序を設定するには、次の手順を実行します。

a) [CIMCコンピューティング（CIMC Compute）]から、[BIOS]を選択します。

b) [起動順序の設定（Configure Boot Order）]を選択すると、[起動順序の設定（Configure Boot Order）]
ダイアログボックスが表示されます。

c) >>、<<、[上（up）]、および [下（down）]ボタンを使用して、UEFIイメージマップをユーザーイン
ターフェイスの右側の列の最初のオプションにします。

d) >>、<<、[上（up）]、および [下（down）]ボタンを再度使用して、UEFI OSをユーザーインターフェ
イスの右側の列の 2番目のオプションにします。

e) [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

CLIを使用して UEFIの起動順序を設定することもできます。下記に、CLIを使用して UEFIの起動順序を
設定する例を示します。

Server# scope bios
Server /bios # set boot-order uefimap,uefios
To manage boot-order:
- Reboot server to have your boot-order settings take place
- Do not disable boot options via BIOS screens
- If a specified device type is not seen by the BIOS, it will be removed
from the boot order configured on the BMC

- Your boot order sequence will be applied subject to the previous rule.
The configured list will be appended by the additional device types
seen by the BIOS

Server /bios *# commit
Server /bios #
Server /bios # show detail
BIOS:

BIOS Version:"UCSEDM3.2.10b5 (Build Date:02/27/2020)"
Boot Order: UEFIMAP,UEFIOS
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FW Update/Recovery Status: None, OK
Active BIOS on next reboot: main
UEFI Secure Boot: enabled

ステップ 5 サーバーの電源を再投入して、インストールを開始します。

CIMCホームページから、[ホスト電源（Host Power）]を選択します。[電源オフ（Power Off）]オプショ
ンを選択して、サーバーを再起動します。サーバーの電源が切れたら、[電源オン（Power On）]オプショ
ンを選択します。

サーバーが再起動すると、KVMコンソールによって、仮想 CD/DVDドライブから Cisco Enterprise NFVIS
が自動的にインストールされます。インストールが完了するまで 30分～ 1時間ほどかかることがありま
す。

ステップ 6 ENCS 5400プラットフォームでは、ファームウェアが自動アップグレードされます。

NFVIS3.8.xリリース以降、ファームウェアの自動アップグレードがサポートされています。NFVISのイン
ストールが完了すると、BIOSまたは CIMCは対応するバージョンに自動的にアップグレードされます。
CIMCと NFVISは複数回再起動されます。ファームウェアのアップグレードが完了するまで 30分～ 1時
間ほどかかることがあります。ファームウェアのアップグレード中は、システムを使用しないでください。

ステップ 7 インストールが完了すると、システムはハードドライブから自動的に再起動されます。再起動後にコマン
ドプロンプト nfvis loginが表示されたら、システムにログインします。

ログイン名として adminを使用し、デフォルトのパスワードとして Admin123＃を使用します。

初めてログイン試行すると、デフォルトのパスワードを変更するように求められます。アプリ

ケーションを続行するには、画面の指示に従って強力なパスワードを設定する必要があります。

最初のログイン時にデフォルトのパスワードを変更しない限り、APIコマンドを実行したり、
タスクを続行したりすることはできません。デフォルトのパスワードがリセットされていない

場合、APIは 401未承認エラーを返します。

（注）

ステップ 8 システム APIまたは CLIを使用するか、Cisco Enterprise NFVポータルからシステム情報を表示して、イン
ストールを確認します。

ステップ 9 ホスト名を設定し、NFVISにアクセスするための管理 IPアドレスを割り当てます。

管理アクセス用にイーサネット管理ポートをネットワークに接続します。NFVISのイーサネットを介した
IPアドレスベースのアクセスを有効にするには、シリアルコンソール接続ポートを使用します。

Cisco ENCSのデフォルトのシステム設定

次の図は、Cisco ENCSを搭載した Cisco Enterprise NFVISのデフォルトのネットワーク設定を
示しています。
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図 6 : Cisco ENCS 5400を搭載した Cisco Enterprise NFVISのデフォルトのネットワーク設定

図 7 : Cisco ENCS 5100を搭載した Cisco Enterprise NFVISのデフォルトのネットワーク設定

• LANポート：インバウンドおよびアウトバウンドのトラフィック用の8個の物理ギガビッ
トイーサネットポート。

• WANポート：デュアルメディアイーサネットポート（wan-brおよび wan2-br）の 1つを
DHCP接続に使用できます。
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•ブリッジ：VMの仮想ネットワークインターフェイスコントローラ（vNIC）間でレイヤ
2ドメインを形成します。vNICは仮想マシンが使用し、MACアドレスの範囲を定義する
ことによって仮想ネットワークインターフェイスを提供します。NFVISホストのデフォ
ルトの管理 IPアドレス（192.168.1.1）は、管理ポートで設定されます。複数のVMがロー
カル接続に同じ LANポートを使用できます。

•ネットワーク：特定の VLANトラフィックのみが許可されるセグメントレイヤ 2ブリッ
ジドメインです。

• ENCS 5400プラットフォーム上の LANネットワークの予約済み VLAN：VLAN範囲 2350
～ 2449は内部使用のために予約されているため、外部スイッチポートおよびLANポート
の仮想マシンには使用できません。この制限はWANポートには適用されないことに注意
してください。

•内部 192.168.10.00/24および 192.168.50.0/24ネットワーク：IPサブネット 192.168.10.0/24
および 192.168.50.0/24は ENCS-5400内部ネットワークに使用されます。ユーザーは、
NFVIS管理ネットワークでこの IPサブネットを使用しないでください。今後の NFVISリ
リースでは、ユーザーが NFVIS管理に使用できるように、この内部サブネットが分離さ
れます。

次のネットワークとブリッジは自動的に設定されます。必要に応じてさらに設定できます。

• LANネットワーク（lan-net）および LANブリッジ（lan-br）

• WANネットワーク（wan-net）およびWANブリッジ（wan-br）

wan2-netおよび wan2-brは、ENCS 5400および ENCS 5100のデフォルト設定です。

（注）

デフォルトのネットワークとブリッジは削除できません。

USC Cシリーズサーバーおよび CSPプラットフォームへの NFVISのイ
ンストール

UCS-Cシリーズのデバイスでは、NFVISをインストールする前に RAIDディスクグループを
設定する必要があります。UCS-Cは、新規インストール用の単一のRAIDディスクグループの
みをサポートしています。

NFVIS 4.6リリース以降、USC Cシリーズサーバーおよび CSPプラットフォームは最大 3つ
の RAIDグループをサポートしています。最初の RAIDグループは OSのインストール用に予
約されており、他の RAIDグループは外部ストレージドライブとして使用できます。

（注）

ステップ 1 CIMCにログインします。
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USC-Cシリーズサーバーおよび Cisco CSPプラットフォームの推奨 CIMCバージョンは、3.0(3c)以降の
バージョンです。

ステップ 2 KVMコンソールを起動するには、CIMCホームページから [KVMの起動（Launch KVM）]を選択します。

Javaまたは HTMLベースの KVMを選択できます。HTMLベースの KVMの使用をお勧めします。KVM
コンソールは別のウィンドウで開くため、ポップアップブロッカーが無効になっていることを確認します。

ステップ 3 KVMコンソールから仮想デバイスをマッピングするには、次の手順を実行します。

a) ダウンロードしたファイルを安全にインストールできるかどうかを確認するには、ファイルのチェッ
クサムを比較してから使用する必要があります。チェックサムを確認することで、ネットワーク送信

中にファイルが破損したり、ダウンロード前にファイルが悪意のある第三者によって変更されたりし

ていないことを確認できます。詳細については、「仮想マシンのセキュリティ」を参照してください。

b) [仮想メディア（Virtual Media）]を選択し、[仮想デバイスのアクティブ化（Activate Virtual Devices）]
を選択します。

c) [仮想メディア（Virtual Media）]を再度選択し、[CD/DVDのマッピング（Map CD/DVD）]を選択し
ます。画面を参照し、Cisco Enterprise NFVIS ISOイメージを選択します。[ドライブを開いてマッピン
グする（Open and Map Drive）]をクリックしてイメージをマウントします。

d) [仮想メディア（Virtual Media）]を再度選択し、NFVIS ISOイメージが CD/DVDにマッピングされた
ことを確認します。

ステップ 4 起動順序を設定するには、次の手順を実行します。

a) [CIMCコンピューティング（CIMC Compute）]から、[BIOS]を選択します。

b) [起動順序の設定（Configure Boot Order）]を選択すると、[起動順序の設定（Configure Boot Order）]
ダイアログボックスが表示されます。

c) [詳細設定（Advanced）]を選択します。
d) [起動デバイスの追加（Add Boot Device）]ページが表示されます。[仮想メディアの追加（Add Virtual

Media）]を選択すると、[仮想メディアの追加（Add Virtual Media）]ダイアログボックスが表示され
ます。

e) 名前を入力し、[KVMにマッピングするDVD（KVM Mapped DVD）]を選択します。状態を [有効
（Enabled）]、順序を 1に設定し、[変更を保存（Save Changes）]を選択します。

f) [起動デバイスの追加（Add Boot Device）]ページが再度表示されるので、[ローカルHDDの追加（Add
Local HDD）]を選択すると、[仮想メディアの追加（Add Virtual Media）]ダイアログボックスが表示
されます。

g) 名前を入力し、状態を [有効（Enabled）]、順序を 2に設定し、[変更を保存（Save Changes）]を選択
します。

h) [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 5 サーバーの電源を再投入して、インストールを開始します。

CIMCホームページから、[ホスト電源（Host Power）]を選択します。[電源オフ（Power Off）]オプショ
ンを選択して、サーバーを再起動します。サーバーの電源が切れたら、[電源オン（Power On）]オプショ
ンを選択します。

サーバーが再起動すると、KVMコンソールによって、仮想 CD/DVDドライブから Cisco Enterprise NFVIS
が自動的にインストールされます。インストールが完了するまで 30分～ 1時間ほどかかることがありま
す。
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ステップ 6 インストールが完了すると、システムはハードドライブから自動的に再起動されます。再起動後にコマン
ドプロンプト nfvis loginが表示されたら、システムにログインします。

ログイン名として adminを使用し、デフォルトのパスワードとして Admin123＃を使用します。

初めてログイン試行すると、デフォルトのパスワードを変更するように求められます。アプリ

ケーションを続行するには、画面の指示に従って強力なパスワードを設定する必要があります。

最初のログイン時にデフォルトのパスワードを変更しない限り、APIコマンドを実行したり、
タスクを続行したりすることはできません。デフォルトのパスワードがリセットされていない

場合、APIコマンドは 401未承認エラーを返します。

（注）

ステップ 7 システム APIまたは CLIを使用するか、Cisco Enterprise NFVポータルからシステム情報を表示して、イン
ストールを確認します。

Cisco UCS C220 M4サーバーおよび Cisco CSP 2100のデフォルトのシステム設定

CiscoEnterpriseNFVISでネットワークを設定すると、インバウンドおよびアウトバウンドのト
ラフィックとVMをサービスチェーン化できます。次の図は、デフォルトのネットワーク設定
を示しています。

図 8 : Cisco UCS C220 M4および Cisco CSP 2100でのデフォルトのネットワーク設定

次のネットワークとブリッジはデフォルトで作成され、削除できません。必要に応じてさらに

設定できます。

• LANネットワーク（lan-net）とLANブリッジ（lan-br）：NFVISホストのデフォルトの静
的管理 IPアドレス（192.168.1.1）は、LANブリッジで設定されます。インバウンドおよ
びアウトバウンドのトラフィック用のポートの 1つは、LANブリッジに関連付けられま
す。任意の LANポートを使用して、デフォルトの静的 IPアドレスにアクセスできます。
デフォルトでは、ホスト名は「nfvis」に設定されます。

• WANネットワーク（wan-net）とWANブリッジ（wan-br）：これは「eth0」ポートで作
成され、DHCP接続を有効にするように設定されます。

デフォルトでは、デバイスの最初のポートがWANブリッジに関連付けられます。デバイスの
他のポートの 1つは LANブリッジに関連付けられます。
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初期セットアップの詳細については、『CiscoUCSC220M4サーバーのインストールおよびサー

ビスガイド』または『Cisco Cloud Services Platform 2100ハードウェアのインストールガイド』
の「サーバーのインストール」の章を参照してください。

UCS-Eシリーズサーバーへの NFVISのインストール
• UCS-Eシングルワイドは、新規インストール用の単一のRAIDディスクグループのみをサ
ポートしています。UCS-Eダブルワイドシリーズは、NFVIS 4.1の新規インストール用の
シングルまたはデュアルRAIDディスクグループ、またはNFVIS 3.Xの新規インストール
用の 1つの RAIDディスクグループをサポートしています。

•シングルディスクグループ（4ディスク）：RAID0/RAID1/RAID10/RAID5。FDEディ
スクを使用する場合は、Secured RAID0/RAID1/RAID10/RAID5を有効にすることもで
きます。

•デュアルディスクグループ（各 2ディスク）：RAID0/RAID1または（FDEディスク
を使用する場合）Secured RAID0/RAID1。NFVISのインストールは、JBODディスク
を使用した構成をサポートしていません。

詳細については、「UCS-EデバイスのRAIDを使用したストレージの管理」を参照してく
ださい。

• Cisco ISRルータでギガビットイーサネットインターフェイスを設定します。

• Cisco ISRルータで UCS Eインターフェイスを設定します。次の設定例は、DHCPが有効
になっている Cisco ISR 4451ルータで実行される基本設定を示しています。

Last configuration change at 02:36:37 UTC Thu Feb 18 2016
!
version 15.5
service timestamps debug datetime msec
service timestamps log datetime msec
no platform punt-keepalive disable-kernel-core
!
hostname NFVIS-ISR4451
!
boot-start-marker
boot system bootflash:isr4300-universalk9.03.16.01a.S.155-3.S1a-ext.SPA.bin
boot-end-marker
!
!
vrf definition Mgmt-intf
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
!
no aaa new-model
!
!
!
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ip domain name cisco.com
!
!
!
subscriber templating
!
multilink bundle-name authenticated
!
!
!
license udi pid ISR4331/K9 sn FDO192207MN
!
!
ucse subslot 1/0
imc access-port shared-lom console
imc ip address 172.19.183.172 255.255.255.0 default-gateway 172.19.183.1
!
spanning-tree extend system-id
!
!
redundancy
mode none
!
!
!
vlan internal allocation policy ascending
!
!
!
interface GigabitEthernet0/0/0
ip address 172.19.183.171 255.255.255.0
media-type rj45
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/1
no ip address
shutdown
negotiation auto
!
interface GigabitEthernet0/0/2
no ip address
shutdown
negotiation auto
!
interface ucse1/0/0
ip unnumbered GigabitEthernet0/0/0
negotiation auto
switchport mode trunk
no mop enabled
no mop sysid
!
interface ucse1/0/1
no ip address
no negotiation auto
switchport mode trunk
no mop enabled
no mop sysid
!
interface GigabitEthernet0
vrf forwarding Mgmt-intf
no ip address
shutdown
negotiation auto
!
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interface Vlan1
no ip address
shutdown
!
ip default-gateway 172.19.183.1
ip forward-protocol nd
no ip http server
no ip http secure-server
ip tftp source-interface GigabitEthernet0
ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 172.19.183.1
ip route 172.19.183.172 255.255.255.255 ucse1/0/0
ip ssh version 2
!
!
!

control-plane
!
!
line con 0
stopbits 1
line aux 0
stopbits 1
line vty 0 4
password lab
login local
transport input all
transport output all
!
!
end

サポートされている次のファームウェアバージョン以上が使用可能であることを確認してくだ

さい。

• UCS-E160D-M2/K9および UCS-E180D-M2/K9の BIOS UCSED.2.5.0.3以降

• UCS-E140S-M2/K9の BIOS UCSES.1.5.0.5以降

• UCS-E160S-M3の BIOS UCSEM3_2.5以降

• UCS-E180D-M3および UCS-E1120D-M3の BIOS UCSEDM3_2.5以降

（注）

ステップ 1 CIMCにログインします。

USC-Eシリーズサーバーの推奨 CIMCバージョンは、3.2(7)以降です。（注）

ステップ 2 KVMコンソールを起動するには、CIMCホームページから [KVMの起動（Launch KVM）]を選択します。

Javaまたは HTMLベースの KVMを選択できます。HTMLベースの KVMの使用をお勧めします。KVM
コンソールは別のウィンドウで開くため、ポップアップブロッカーが無効になっていることを確認します。

ステップ 3 KVMコンソールから仮想メディアをマッピングするには、次の手順を実行します。

Cisco Network Function Virtualization Infrastructure Softwareスタートアップガイド
36

Cisco Enterprise NFVISのインストール

UCS-Eシリーズサーバーへの NFVISのインストール



a) ダウンロードしたファイルを安全にインストールできるかどうかを確認するには、ファイルのチェッ
クサムを比較してから使用する必要があります。チェックサムを確認することで、ネットワーク送信

中にファイルが破損したり、ダウンロード前にファイルが悪意のある第三者によって変更されたりし

ていないことを確認できます。詳細については、「仮想マシンのセキュリティ」を参照してください。

b) [仮想メディア（Virtual Media）]を選択し、[仮想デバイスのアクティブ化（Activate Virtual Devices）]
を選択します。

c) [仮想メディア（Virtual Media）]を再度選択し、[CD/DVDのマッピング（Map CD/DVD）]を選択し
ます。画面を参照し、Cisco Enterprise NFVIS ISOイメージを選択します。[ドライブを開いてマッピン
グする（Open and Map Drive）]をクリックしてイメージをマウントします。

d) [仮想メディア（Virtual Media）]を再度選択し、NFVIS ISOイメージが CD/DVDにマッピングされた
ことを確認します。

ステップ 4 起動順序を設定します。

a) [CIMCコンピューティング（CIMC Compute）]から、[BIOS]を選択します。

b) [起動順序の設定（Configure Boot Order）]を選択すると、[起動順序の設定（Configure Boot Order）]
ダイアログボックスが表示されます。

c) [CD/DVD]ページで、[Cisco vKVMにマッピングされたvDVD（Cisco vKVM-Mapped vDVD）]を選択
し、[追加（Add）]を選択します。

d) [HDD]から [RAIDアダプタ（RAID Adapter）]を選択し、[追加（Add）]を選択します。

e) [Up]および [Down]オプションを使用して、起動の順序を設定します。Cisco vKVMにマッピングされ
た vDVDの起動順序を最初に選択する必要があります。[変更を保存（Save Changes）]をクリックし
て、起動順序の設定を完了します。

CIMCを介してUEFIの起動順序を設定する場合、サポートされるBIOSバージョンは 2.10以降
です。他の BIOSバージョンを使用する場合は、BIOSセットアップメニューで UEFI起動順序
を設定し、[BootOrderRules]を [Loose]に設定する必要があります。

（注）

UEFIの起動順序を設定するには、次の手順を実行します。

a) [CIMCコンピューティング（CIMC Compute）]から、[BIOS]を選択します。

b) [起動順序の設定（Configure Boot Order）]を選択すると、[起動順序の設定（Configure Boot Order）]
ダイアログボックスが表示されます。

c) >>、<<、[上（up）]、および [下（down）]ボタンを使用して、UEFIイメージマップをユーザーイン
ターフェイスの右側の列の最初のオプションにします。

d) >>、<<、[上（up）]、および [下（down）]ボタンを再度使用して、UEFI OSをユーザーインターフェ
イスの右側の列の 2番目のオプションにします。

e) [変更の保存（Save Changes）]をクリックします。

ステップ 5 サーバーの電源を再投入して、インストールを開始します。

CIMCホームページから、[ホスト電源（Host Power）]を選択します。[電源オフ（Power Off）]オプショ
ンを選択して、サーバーを再起動します。サーバーの電源が切れたら、[電源オン（Power On）]オプショ
ンを選択します。

サーバーが再起動すると、KVMコンソールによって、仮想 CD/DVDドライブから Cisco Enterprise NFVIS
が自動的にインストールされます。インストールが完了するまで 30分～ 1時間ほどかかることがありま
す。
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ステップ 6 ENCS 5000シリーズプラットフォームでは、ファームウェアが自動アップグレードされます。

NFVIS3.8.xリリース以降、ファームウェアの自動アップグレードがサポートされています。NFVISのイン
ストールが完了すると、BIOSまたは CIMCは対応するバージョンに自動的にアップグレードされます。
CIMCと NFVISは複数回再起動されます。ファームウェアのアップグレードが完了するまで 30分～ 1時
間ほどかかることがあります。ファームウェアのアップグレード中は、システムを使用しないでください。

ステップ 7 インストールが完了すると、システムはハードドライブから自動的に再起動されます。再起動後にコマン
ドプロンプト nfvis loginが表示されたら、システムにログインします。

ログイン名として adminを使用し、デフォルトのパスワードとして Admin123＃を使用します。

初めてログイン試行すると、デフォルトのパスワードを変更するように求められます。アプリ

ケーションを続行するには、画面の指示に従って強力なパスワードを設定する必要があります。

最初のログイン時にデフォルトのパスワードを変更しない限り、APIコマンドを実行したり、
タスクを続行したりすることはできません。デフォルトのパスワードがリセットされていない

場合、APIは 401未承認エラーを返します。

（注）

ステップ 8 システム APIまたは CLIを使用するか、Cisco Enterprise NFVポータルからシステム情報を表示して、イン
ストールを確認します。

Cisco UCS Eシリーズサーバーのデフォルトのシステム設定
図 9 : Cisco UCS Eシリーズサーバーのデフォルトのネットワーク設定

次のネットワークとブリッジはデフォルトで作成され、削除できません。必要に応じてさらに

設定できます。

• LANネットワーク（lan-net）とLANブリッジ（lan-br）：NFVISホストのデフォルトの静
的管理 IPアドレス（192.168.1.1）は、LANブリッジで設定されます。インバウンドおよ
びアウトバウンドのトラフィック用のその他のすべてのポートは、LANブリッジに関連
付けられます。デフォルトでは、ホスト名は「nfvis」に設定されます。
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• WANネットワーク（wan-net）およびWANブリッジ（wan-br）：物理WANポートは
Cisco ISRモジュール上にあります。これらは、Cisco UCS Eサーバーで外部から使用する
ことはできません。WANトラフィックは ISR WANポートから送られ、バックプレーン
を経由して Cisco UCS-Eサーバーに到達します。バックプレーンには、Cisco UCS-Eサー
バーとの接続を確立するための内部WANインターフェイス（GE0）が 1つあります。デ
フォルトでは、「GE0」インターフェイスが DHCP接続に対して有効になっています。

初期セットアップの詳細については、『Cisco UCS Eシリーズサーバーおよび Cisco UCS Eシ
リーズネットワークコンピュートエンジンスタートアップガイド』を参照してください。

USBを介した NFVISのインストール

Cisco ENCS 5104および Cisco Catalyst 8200 UCPEへの Cisco Enterprise
NFVISのインストール

始める前に

Cisco Catalyst 8200 UCPEのインストールでは、NFVISを 1台のドライブにのみインストール
し、インストール時にはそのドライブのみが存在するようにしてください。

Cisco Catalyst 8200 UCPEについては、NFVISにログインした後に BIOSパスワードを設定する
ことをお勧めします。

BIOSパスワードを設定するには、hostaction change-bios-passwordコマンドを使用します。こ
の手順を行わないと、NFVISをインストールするデバイスを選択できません。

ステップ 1 NFVISイメージを使用してブート可能な USBを作成します。

この例では、Windows環境で Rufusユーティリティを使用しました。Rufusユーティリティは
https://rufus.akeo.ie/でダウンロードできます。この例では、次のパラメータを使用してブート可能なNFVIS
USBデバイスを書き込みました。

•デバイス：USBスティック

•パーティションスキーム：MBR

•ファイルシステム：FAT32

•クラスタサイズ：デフォルトを使用

•ボリュームラベル：デフォルトを使用

•クイックフォーマット：オン

•ブート可能の作成：[ISOイメージ（ISO Image）]を選択し、隣のアイコンをクリックして、NFVISイ
メージを選択します。
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•拡張ラベルの作成：オン

[開始（Start）]を押して、完了するまで待ちます。

USBサムドライブのイジェクト

ステップ 2 ENCS5104の USBスロットのいずれかに USBデバイスを挿入します。

ステップ 3 システムの電源を入れます。

ステップ 4 システムの起動中に、F6キーを押します。

Press <DEL> or <F2> to enter setup, <F6> Boot Menu, <F12> Network Boot in 5 seconds or press any
key to continue.

ステップ 5 F6を押すと次のスクリーンショットが表示され、起動元のデバイスを選択できます。USBデバイスを選択
します。

次のスクリーンショットの例では、使用されている STEC USBがあります。この表示は、USBデバイスの
ベンダーによって異なります。矢印キーを使ってデバイスを選択します。
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ステップ 6 インストールが完了するまで待ちます。インストールが完了すると、システムが再起動されます。

ステップ 7 ユーザー名 admin、デフォルトパスワード Admin123#を使用してシステムにログインします。

ステップ 8 最初のログイン時にパスワードの変更を求めるプロンプトが表示されます。続行するには、画面の指示に
従って強力なパスワードを設定する必要があります。

ステップ 9 NFVISユーザーガイドに従って、システム APIまたはコマンドラインインターフェイスを使用してイン
ストールステータスを確認できます。

次のタスク

デフォルト設定を確認し、Cisco Enterprise NFVポータルを起動するための初期 IP設定をセッ
トアップできます。

Cisco Catalyst 8200 UCPEのデフォルトのシステム設定

次の図は、Cisco ENCSを搭載した Cisco Enterprise NFVISのデフォルトのネットワーク設定を
示しています。
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•デフォルトでは、NFVISにはWANポートまたは管理用の GE0/2 LANポートを介してア
クセスできます。

• WANネットワーク（wannetおよび wan2net）とWANブリッジ（wanbrおよび wan2br）
は、デフォルトではDHCPを有効にするように設定されています。GE0は、デフォルトで
はWANブリッジとWAN2ブリッジに関連付けられています。

• Cisco Catalyst 8200 UCPEの管理 IPアドレス 192.168.1.1は、GE0/2を介してアクセスでき
ます。

• GE0/2は LANブリッジに関連付けられています。

•内部管理ネットワーク（int-mgmt-net）とブリッジ（int-mgmt-br）が作成され、内部でシス
テムモニタリングに使用されます。
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第 4 章

Cisco NFVISのアップグレード

Cisco NFVIS対応ハードウェアには、Cisco NFVISバージョンがプリインストールされていま
す。次の手順に従って、リリースの最新バージョンにアップグレードしてください。

Cisco Enterprise NFVISアップグレードイメージは、.isoおよび .nfvispkgファイルとして
使用できます。現在、ダウングレードはサポートされていません。CiscoEnterpriseNFVISアッ
プグレードイメージのすべての RPMパッケージは、暗号の完全性と真正性を保証するために
署名されます。さらに、Cisco Enterprise NFVISのアップグレード中にすべての RPMパッケー
ジが検証されます。

アップグレードプロセスを開始する前に、イメージをCisco NFVISサーバーにコピーしてくだ
さい。イメージを登録するときは、常にイメージの正確なパスを指定します。 scpコマンドを
使用して、リモートサーバーから Cisco Enterprise NFVISサーバーにアップグレードイメージ
をコピーします。 scp コマンドを使用する場合は、イメージをCiscoEnterpriseNFVISサーバー
の「/data/intdatastore/uploads」フォルダにコピーする必要があります。

• Cisco NFVISリリース 4.2.1以前のリリースでは、.nfvispkgファイルを使用して、あるリ
リースからその次のリリースにCiscoNFVISをアップグレードできます。たとえば、NFVIS
を Cisco NFVISリリース 3.5.2から Cisco NFVISリリース 3.6.1にアップグレードできま
す。

• Cisco NFVISリリース 4.4.1以降では、.isoファイルを使用してNFVISをアップグレードで
きます。

•ダウンロードしたファイルを安全にインストールできるかどうかを確認するには、ファイ
ルのチェックサムを比較してから使用する必要があります。チェックサムを確認すること

で、ネットワーク送信中にファイルが破損したり、ダウンロード前にファイルが悪意のあ

る第三者によって変更されたりしていないことを確認できます。詳細については、「仮想

マシンのセキュリティ」を参照してください。

（注）

• Cisco NFVISのアップグレードに関するアップグレードマトリックス（44ページ）
• Cisco NFVIS ISOファイルのアップグレードに関する制限事項（46ページ）
• ISOファイルを使用した Cisco NFVIS 4.8.1以降のアップグレード（47ページ）
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•イメージの登録（48ページ）
•登録したイメージのアップグレード（48ページ）
• APIおよびコマンドのアップグレード（49ページ）
• .nvfispkgファイルを使用した Cisco NFVIS 4.7.1以前のアップグレード（49ページ）
• Firmwareアップグレード（51ページ）

Cisco NFVISのアップグレードに関するアップグレードマ
トリックス

•次の表を使用して、Cisco NFVISソフトウェアの現在のバージョンから、サポートされて
いる最新のアップグレードバージョンのみにアップグレードします。サポートされていな

いバージョンにアップグレードすると、システムがクラッシュする可能性があります。

•サポートされているアップグレードイメージタイプに .isoと .nfvispkgの両方がある場合
は、.isoファイルを使用してアップグレードすることをお勧めします。

（注）

表 1 : Cisco NFVISリリース 4.6.1以降から Cisco NFVISをアップグレードするためのアップグレードマトリックス

サポートされているアップグレードイメージタイプサポート対象アップグレードバージョン実行されているバージョン

iso4.13.14.12.1

iso4.12.14.11.1

iso4.11.14.10.1

4.11.14.9.4

4.10.1

iso4.11.14.9.3

4.10.1

4.9.4

iso4.11.14.9.2

4.10.1

4.9.4

4.9.3
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iso4.11.14.9.1

4.10.1

4.9.4

4.9.3

4.9.2

iso4.9.44.8.1

4.9.3

4.9.2

4.9.1

iso4.9.44.7.1

4.9.3

4.9.2

4.9.1

iso、nfvispkg4.8.1

iso4.9.44.6.3

4.9.3

4.9.2

4.9.1

4.8.1

nfvispkg4.7.1

iso4.9.1または 4.9.2または 4.9.3または 4.9.446-2

4.8.1

4.7.1

4.6.3

iso4.9.1または 4.9.2または 4.9.3または 4.9.44.6.1

4.8.1

iso、nfvispkg4.7.1

iso4.6.3

46-2

表 2 : Cisco NFVISリリース 4.5.1以前から Cisco NFVISをアップグレードするためのアップグレードマトリックス

サポートされているアップグレードイ

メージタイプ

サポート対象アップグレード

バージョン

実行されているバー

ジョン
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iso4.7.14.5.1

iso、nfvispkg4.6.3

iso、nfvispkg46-2

iso、nfvispkg4.6.1

iso4.6.34.4.2

iso46-2

iso4.6.1

iso、nfvispkg4.5.1

iso4.6.34.4.1

iso46-2

iso4.6.1

iso、nfvispkg4.5.1

iso、nfvispkg4.4.2

nfvispkg4.4.24.2.1

nfvispkg4.4.1

nfvispkg4.2.14.1.2

nfvispkg4.2.14.1.1

nfvispkg4.1.2

nfvispkg4.1.13.12.3

nfvispkg3.12.33.11.3

nfvispkg3.11.33.10.3

nfvispkg3.10.33.9.2

nfvispkg3.9.23.8.1

Cisco NFVIS ISOファイルのアップグレードに関する制限
事項

• Cisco NFVISは、Cisco NFVISリリース 4.6.x以降（Cisco NFVISリリース 4.7.xおよび 4.8.x
は除く）、バージョンNからバージョンN+1、N+2、およびN+3への .isoアップグレード
のみをサポートしています。NFVISは、バージョン Nからバージョン N+4以降への .iso
アップグレードをサポートしていません。

• .isoファイルを使用したイメージのダウングレードはサポートされていません。
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バージョン Nから N+1または N+2へのアップグレード中にエラーが発生した場合、Cisco
NFVISはイメージバージョン Nにロールバックします。

（注）

ISOファイルを使用した Cisco NFVIS 4.8.1以降のアップグ
レード

次の例では、scpコマンドを使用してアップグレードイメージをコピーする方法を示します。

•アップグレードイメージをコピーするには、Cisco NFVIS CLIから scpコマンドを使用し
ます。

nfvis# scp
admin@192.0.2.9:/NFS/2022-01-23/13/nfvis/iso/Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso
intdatastore:Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso

•アップグレードイメージをコピーするには、リモート Linuxから scp コマンドを使用し
ます。

config terminal
system settings ip-receive-acl 0.0.0.0/0
service scpd action accept
commit

scp -P22222 Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso
admin@172.27.250.128:/data/intdatastore/uploads/Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso

または、Cisco Enterprise NFVISポータルの [システムアップグレード（System Upgrade）]オプ
ションを使用して、CiscoEnterpriseNFVISサーバーにイメージをアップロードすることもでき
ます。

NFVISのアップグレードが進行中の場合は、システムの電源がオフになっていないことを確認
します。NFVISのアップグレードプロセス中にシステムの電源がオフになると、システムが動
作不能になり、システムの再インストールが必要になる場合があります。

（注）

アップグレードプロセスは、次の 2つのタスクで構成されます。

1. system upgrade image-nameコマンドを使用したイメージの登録。

2. system upgrade apply-imageコマンドを使用したイメージのアップグレード。
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イメージの登録
イメージを登録するには、次のコマンドを使用します。

config terminal
system upgrade image-name Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso location
/data/intdatastore/uploads/Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso
commit

system upgrade apply-imageコマンドを使用してイメージをアップグレードする前に、イメー
ジの登録ステータスを確認する必要があります。パッケージのステータスは、登録したイメー

ジに対して有効である必要があります。

（注）

イメージ登録ステータスを確認するには、次のコマンドを使用します。

nfvis# show system upgrade

PACKAGE
NAME LOCATION

VERSION STATUS UPLOAD DATE
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso
/data/upgrade/register/Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso 4.8.0-13 Valid
2022-01-24T02:40:29.236057-00:00

nfvis# show system upgrade reg-info

PACKAGE
NAME LOCATION

VERSION STATUS UPLOAD DATE
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso
/data/upgrade/register/Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso 4.8.0-13 Valid
2022-01-24T02:40:29.236057-00:00

登録したイメージのアップグレード
登録したイメージをアップグレードするには、次のコマンドを使用します。

config terminal
system upgrade apply-image Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso scheduled-time 5
commit

アップグレードステータスを確認するには、特権 EXECモードで show system upgrade
apply-imageコマンドを使用します

nfvis# show system upgrade
UPGRADE UPGRADE

NAME STATUS FROM TO
-----------------------------------------------------------------------
Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso SCHEDULED - -
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PACKAGE
NAME LOCATION

VERSION STATUS UPLOAD DATE
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso
/data/upgrade/register/Cisco_NFVIS-4.8.0-13-20220123_020232.iso 4.8.0-13 Valid
2022-01-24T02:40:29.236057-00:00

APIおよびコマンドのアップグレード
次の表に、APIとコマンドのアップグレードをリストアップします。

アップグレードコマンドアップグレード API

• system upgrade image-name

• system upgrade apply-image

• show system upgrade reg-info

• show system upgrade apply-image

• /api/config/system/upgrade

• /api/config/system/upgrade/image-name

• /api/config/system/upgrade/reg-info

• /api/config/system/upgrade/apply-image

.nvfispkgファイルを使用したCisco NFVIS 4.7.1以前のアッ
プグレード

次の例では、scpコマンドを使用してアップグレードイメージをコピーする方法を示します。

NFVIS CLIからの scp コマンド：

nfvis# scp admin@192.0.2.9:/NFS/Cisco_NFVIS_BRANCH_Upgrade-351.nfvispkg
intdatastore:Cisco_NFVIS_BRANCH_Upgrade-351.nfvispkg

リモート Linuxからの scp コマンド：

config terminal
system settings ip-receive-acl 0.0.0.0/0
service scpd action accept
commit

scp -P 22222 nfvis-351.nfvispkg
admin@192.0.2.9:/data/intdatastore/uploads/nfvis-351.nfvispkg

または、Cisco Enterprise NFVISポータルの [システムアップグレード（System Upgrade）]オプ
ションを使用して、CiscoEnterpriseNFVISサーバーにイメージをアップロードすることもでき
ます。
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NFVISのアップグレードが進行中の場合は、システムの電源がオフになっていないことを確認
します。NFVISのアップグレードプロセス中にシステムの電源がオフになると、システムが動
作不能になり、システムの再インストールが必要になる場合があります。

（注）

アップグレードプロセスは、次の 2つのタスクで構成されます。

• system upgrade image-name コマンドを使用したイメージの登録。

• system upgrade apply-image コマンドを使用したイメージのアップグレード。

イメージの登録

イメージを登録するには、次の手順を実行します。

config terminal
system upgrade image-name nfvis-351.nfvispkg location
/data/intdatastore/uploads/<filename.nfvispkg>
commit

system upgrade apply-image コマンドを使用してイメージをアップグレードする前に、イメー
ジの登録ステータスを確認する必要があります。パッケージのステータスは、登録したイメー

ジに対して有効である必要があります。

（注）

イメージの登録の確認

イメージの登録を確認するには、特権 EXECモードで show system upgrade reg-info コマンド
を使用します。

nfvis# show system upgrade reg-info
PACKAGE
NAME LOCATION VERSION STATUS UPLOAD
DATE
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
nfvis-351.nfvispkg /data/upgrade/register/nfvis-351.nfvispkg 3.6.1-722 Valid
2017-04-25T10:29:58.052347-00:00

登録したイメージのアップグレード

登録したイメージをアップグレードするには、次の手順を実行します。

config terminal
system upgrade apply-image nfvis-351.nfvispkg scheduled-time 5
commit
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アップグレードステータスの確認

特権 EXECモードで show system upgrade apply-imageコマンドを使用します

nfvis# show system upgrade apply-image
UPGRADE
NAME STATUS FROM UPGRADE TO
---------------------------------------------------------------------------------------------
nfvis-351.nfvispkg SUCCESS 3.5.0 3.5.1

ENCS 5400プラットフォームで BIOSセキュアブート（UEFIモード）が有効になっている場
合にサポートされる唯一のアップグレードは次のとおりです。

NFVIS 3.8.1 + BIOS 2.5（レガシー）--> NFVIS 3.9.1 + BIOS 2.6（レガシー）

次のアップグレードでは、UEFIモードで NFVISを再インストールする必要があります。

NFVIS 3.8.1 + BIOS 2.5（レガシー）--> NFVIS 3.9.1 + BIOS 2.6（UEFI）

NFVIS 3.9.1 + BIOS 2.6（レガシー）--> NFVIS 3.9.1 + BIOS 2.6（UEFI）

アップグレード APIとアップグレードコマンド

次の表に、アップグレード APIとアップグレードコマンドをリストアップします。

アップグレードコマンドアップグレード API

• system upgrade image-name

• system upgrade apply-image

• show system upgrade reg-info

• show system upgrade apply-image

• /api/config/system/upgrade

• /api/config/system/upgrade/image-name

• /api/config/system/upgrade/reg-info

• /api/config/system/upgrade/apply-image

Firmwareアップグレード

ファームウェアのアップグレードは、ENCS 5400シリーズのデバイスでのみサポートされま
す。

（注）

この機能は、NFVIS自動アップグレードの一部としてNFVIS3.8.1リリースで導入され、ENCS
5400シリーズデバイスの選択されたファームウェアのアップグレードをサポートしています。
ファームウェアのアップグレードは、再起動後のフェーズの一部としてNFVISのアップグレー
ド中にトリガーされます。ファームウェアのアップグレードをトリガーするには、NFVISアッ
プグレード機能を参照してください。

NFVIS 3.9.1リリース以降、オンデマンドアップグレードがサポートされており、NFVIS CLI
を通じて登録および適用される個別のファームウェアパッケージ（.fwpkg拡張）が提供されま
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す。NFVISの新規インストールによって最新のファームウェアにアップグレードすることもで
きます。

次のファームウェアをアップグレードできます。

• Cisco Integrated Management Controller（CIMC）

• BIOS

• Intel 710

• FPGA
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NFVIS 3.12.3リリース以降、ファームウェアアップグレードスクリプトは実行ファイル形式
からモジュール形式に変更されています。コードはモジュール化されており、各ファームウェ

アを個別にアップグレードできます。シェルコマンドは、os.system()コールではなくサブプロ
セスで呼び出されます。各ファームウェアアップグレードコールは、時間制限付きでモニター

されます。コールがスタックしている場合、プロセスは強制終了され、実行制御は適切なメッ

セージとともにコードフローに戻ります。

次の表に、ファームウェアアップグレードの流れを示します。

オンデマンドアップグレード新規インストールNFVISのアップグレード

Intel 710

1. ファームウェアのアップグ
レード 710

2. NFVIS電源の再投入

3. ログイン

1. インストール

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード 710

5. NFVIS電源の再投入

6. ログイン

1. NFVISのアップグレード

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード 710

5. NFVIS電源の再投入

6. ログイン

Intel 710および BIOS

1. ファームウェアのアップグ
レード 710および BIOS

2. BIOSによるNFVIS電源の
オフ/オン

3. ログイン

1. インストール

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード 710および BIOS

5. BIOSによるNFVIS電源の
オフ/オン

6. ログイン

1. NFVISのアップグレード

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード 710および BIOS

5. BIOSによるNFVIS電源の
オフ/オン

6. ログイン

Intel 710および CIMC
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オンデマンドアップグレード新規インストールNFVISのアップグレード

1. ファームウェアのアップグ
レード 710および CIMC

2. CIMCの再起動

3. 710による NFVIS電源の
再投入

4. ログイン

1. インストール

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード710およびCIMC

5. CIMCの再起動

6. 710による NFVIS電源の
再投入

7. ログイン

1. NFVISのアップグレード

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード710およびCIMC

5. CIMCの再起動

6. 710による NFVIS電源の
再投入

7. ログイン

CIMC

1. ファームウェアのアップグ
レード CIMC

2. CIMCの再起動

3. ログイン

1. インストール

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード CIMC

5. CIMCの再起動

6. ログイン

1. NFVISのアップグレード

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード CIMC

5. CIMCの再起動

6. ログイン

CIMCおよび BIOS

1. ファームウェアのアップグ
レード CIMCおよび BIOS

2. NFVIS電源オフ

3. CIMCの再起動

4. BIOSフラッシュ

5. NFVIS電源オン

6. ログイン

1. インストール

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード CIMCおよび
BIOS

5. NFVIS電源オフ

6. CIMCの再起動

7. BIOSフラッシュ

8. NFVIS電源オン

9. ログイン

1. NFVISのアップグレード

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード CIMCおよび
BIOS

5. NFVIS電源オフ

6. CIMCの再起動

7. BIOSフラッシュ

8. NFVIS電源オン

9. ログイン
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オンデマンドアップグレード新規インストールNFVISのアップグレード

BIOS

1. ファームウェアのアップグ
レード BIOS

2. NFVIS電源オフ

3. BIOSフラッシュ

4. NFVIS電源オン

5. ログイン

1. インストール

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード BIOS

5. NFVIS電源オフ

6. BIOSフラッシュ

7. NFVIS電源オン

8. ログイン

1. NFVISのアップグレード

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード BIOS

5. NFVIS電源オフ

6. BIOSフラッシュ

7. NFVIS電源オン

8. ログイン

Intel 710、CIMC、および BIOS

1. ファームウェアのアップグ
レード 710、CIMCおよび
BIOS

2. NFVIS電源オフ

3. CIMCの再起動

4. BIOSフラッシュ

5. NFVIS電源オン

6. ログイン

1. インストール

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード 710、CIMCおよ
び BIOS

5. NFVIS電源オフ

6. CIMCの再起動

7. BIOSフラッシュ

8. NFVIS電源オン

9. ログイン

1. NFVISのアップグレード

2. Reboot

3. ログイン

4. ファームウェアのアップ
グレード 710、CIMCおよ
び BIOS

5. NFVIS電源オフ

6. CIMCの再起動

7. BIOSフラッシュ

8. NFVIS電源オン

9. ログイン
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


